














はじめに

インスリン発見後間もない頃は小児糖尿病者の発育は概して正常以下の者が多

く,少数のよいコントロールの得られた例ではその発育は正常になるといわれ

ていた。しかしインスリン製剤の純化とインスリン治療の進歩に伴い発育の遅

延した症例は少なくなり,欧米においては diabetic dwarfism は 1935 年～1945

年の間に消失したと言われる。一方わが国における小児糖尿病治療の歴史はま

だ比較的新しく,成長に関する報告をみない。私たちは 1974 年より小児糖尿病

大山サマーキャンプを開催し,主に中国地方の糖尿病小児の指導をしてきてい

るが,特に注目されることは低身長児の多いことである。そこで小児糖尿病大

山サマーキャンプに参加した 15 才以下の小児糖尿病者について発育の点から

調査した。


